
 
   

鹿
児
島
市
は
、
島
津
氏
七
百
年
の
歴
史
的
伝
統
に
輝
く
史
都
と
し

て
、
ま
た
、
世
界
で
も
珍
ら
し
く
市
内
に
活
火
山
桜
島
を
有
す
る
絶

景
の
都
市
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ま
た
、
さ
ん
さ
ん
と
降
り
注
ぐ
太

陽
と
、
目
に
し
み
る
緑
の
城
山
及
び
街
路
樹
は
、
南
国
鹿
児
島
を
象
徴

し
て
、
訪
れ
る
観
光
客
の
数
は
、
近
年
と
み
に
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
鹿
児
島
市
は
、
文
久
三
年
の
薩
英
戦
争
、
明
治
十
年

の
西
南
戦
役
に
次
い
で
、
今
次
の
第
二
次
世
界
大
戦
と
、
三
度
の
兵

燹
に
あ
い
、
そ
の
焦
土
の
中
か
ら
た
ゆ
ま
な
い
努
力
に
よ
っ
て
、
南

九
州
の
政
治
・
経
済
・
文
化
の
中
心
都
市
に
発
展
し
て
き
た
。 

そ
の
間
、
市
当
局
に
お
い
て
も
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、
市
の
発

展
の
歴
史
を
後
世
に
遺
す
べ
き
こ
と
が
痛
感
さ
れ
て
い
た
。
た
ま
た

ま
、
昭
和
三
十
九
年
三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
に
お
い

て
、
議
会
側
か
ら
「
鹿
児
島
市
史
」
発
刊
の
要
望
が
な
さ
れ
た
の
で

あ
る
。 

そ
も
そ
も
、
「
鹿
児
島
市
史
」
は
、
大
正
五
年
と
大
正
十
三
年
の

二
回
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
、
昭
和
十
年
に
「
鹿
児
島
地
誌
」
昭

和
三
十
五
年
に
「
鹿
児
島
の
お
い
た
ち
」
が
発
刊
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
〇
五 

ら
と
前
後
し
て
、
昭
和
十
三
年
六
月
二
十
一
日
、
同
十
六
年
四
月
二

十
四
日
、
同
二
十
一
年
一
月
二
十
六
日
の
三
回
、
市
史
編
さ
ん
委
員

或
は
市
史
編
さ
ん
事
務
の
嘱
託
辞
令
が
発
令
さ
れ
、
発
刊
の
計
画
が

な
さ
れ
た
こ
と
も
再
三
で
あ
っ
た
。
昭
和
三
十
九
年
七
月
、
谷
川
眷

治
に
市
史
編
さ
ん
担
当
参
事
の
辞
令
が
発
令
さ
れ
て
編
さ
ん
事
業
の

第
一
歩
が
踏
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
谷
川
は
直
に
資
料
の
収
集
に

と
り
か
か
り
、
想
を
ね
る
こ
と
一
年
有
余
、
そ
の
間
に
、
鹿
児
島
市

史
編
さ
ん
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
左
記
の
人
々
が
委
嘱
さ
れ
た
。 

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部 

 
 
 
 
 
 
 

桃
園 

恵
真 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
味 

克
夫 

〃 
 
 
 

教
育
学
部 

 
 
 
 
 
 
 

北
川 

鉄
三 

（
現
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
・
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授
） 

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部 

 
 
 
 
 
 
 

四
本 

健
光 

鹿
児
島
県
立
短
期
大
学
学
長 

 
 
 
 
 

佐
伯
延
次
郎 

南
日
本
新
聞
社
常
務
取
締
役 

 
 
 
 
 

川
越 

政
則 

（
現
株
式
会
社
鹿
児
島
テ
レ
ビ
常
務
取
締
役
） 

名
誉
市
民
・
元
市
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

勝
目 

 

清 

鹿
児
島
商
工
会
議
所
事
務
局
長 

 
 
 
 

三
木
原
勝
義 

鹿
児
島
県
立
図
書
館
長 

 
 
 
 
 
 
 

久
保
田
彦
穂 

（
現
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
教
授
） 

第 

一 

一 

部 

編 

さ 

ん 

沿 

革 



 

鹿
児
島
市
市
議
会
議
員 

 
 
 
 
 
 
 

浜
平 

勇
吉 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
尾 

武
夫 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

赤
木 

三
郎 

（
以
上
三
名
、
自
昭
和
四
十
年
八
月
二
十
八
日
、
至
昭
和
四
十
二
年

八
月
二
十
三
日
） 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
野 

武
義 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
入
来
幸
吉 

（
以
上
二
名
、
自
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
四
日
、
至
昭
和
四
十

三
年
五
月
二
十
七
日
） 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
名 

真
弥 

（
自
昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
七
日
、
至
昭
和
四
十
四
年
五
月
二

十
七
日
） 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

中
原 
時
秀 

（
自
昭
和
四
十
三
年
五
月
二
十
七
日
現
在
に
至
る
） 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坪
内 

時
義 

（
自
昭
和
四
十
四
年
五
月
二
十
八
日
、
現
在
に
至
る
） 

鹿
児
島
市
市
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
井
卯
三
男 

（
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
八
日
辞
職
） 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

末
吉 

利
雄 

（
自
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十
一
日
、
現
在
に
至
る
） 

第
一
一
部 

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
〇
〇
六 

〃 
 
 
 

助
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

内
倉 

良
文 

（
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
十
八
日
辞
職
） 

〃 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
世
田
不
二
男 

〃 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

橋
口 

 

肇 

（
自
昭
和
四
十
三
年
九
月
二
十
八
日
、
現
在
に
至
る
） 

〃 
 
 
 

収
入
役 

 
 
 
 
 
 
 
 

山
下 

速
夫 

（
自
昭
和
四
十
年
六
月
十
六
日
、
現
在
に
至
る
） 

〃 
 
 
 

公
室
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
田 

信
隆 

（
自
昭
和
四
十
年
六
月
十
六
日
、
至
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
四

日
） 

〃 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

野
村 

宗
夫 

（
自
昭
和
四
十
二
年
八
月
二
十
四
日
、
昭
和
四
十
三
年
七
月
五
日

事
務
分
掌
に
関
す
る
規
則
昭
和
四
十
三
年
規
則
第
四
十
号
に
よ
り

行
政
部
長
、
至
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
五
日
） 

〃 
 
 
 

行
政
部
長 

 
 
 
 
 
 
 

多
田 

儀
一 

（
自
昭
和
四
十
三
年
七
月
十
五
日
、
至
昭
和
四
十
四
年
八
月
三
十

一
日
） 

〃 
 
 
 

〃 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

迫
田 

盛
昌 

（
自
昭
和
四
十
四
年
九
月
一
日
、
現
在
に
至
る
） 

〃 
 
 
 

教
育
長 

 
 
 
 
 
 
 
 

武 
 

政
治 



 

（
現
鹿
児
島
経
済
大
学
） 

〃 
 
 
 

教
育
委
員
会
指
導
課
長 

 
 

芳 
 

即
正 

（
現
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
長
） 

か
く
て
第
一
回
の
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
は
、
昭
和
四
十
年

八
月
二
十
七
日
（
金
）
午
前
十
時
か
ら
消
防
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
時
の
出
席
者
は
、
勝
目
・
佐
伯
・
北
川
・
川
越
・
三
木
原
・
四

本
・
浜
平
・
赤
木
・
内
倉
・
山
下
・
武
・
石
田
・
芳
の
各
委
員
及
び
谷

川
の
十
四
名
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、
委
員
の
中
か
ら
、
会
長
に
勝
目

清
、
副
会
長
に
北
川
鉄
三
の
両
氏
を
選
出
し
た
。
更
に
鹿
児
島
市
史

編
さ
ん
委
員
会
規
約
を
次
の
と
お
り
定
め
た
。 

   

（
設
置
） 

第
一
条 

鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
（
以
下
「
市
史
編
さ
ん
」
と
い
う
。
）

の
た
め
、
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い

う
。
）
を
置
く
。 

（
目
的
及
び
事
業
） 

第
二
条 

委
員
会
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
を
円
滑
に
推
進
す
る
た
め

つ
ぎ
の
事
業
を
行
な
う
。 

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
〇
七 

⑴ 

市
史
編
さ
ん
事
業
の
企
画
と
推
進 

⑵ 

執
筆
者
及
び
監
修
者
の
選
出 

⑶ 

そ
の
他
市
史
編
さ
ん
に
必
要
な
事
業 

（
組
織
） 

第
三
条 

委
員
会
の
委
員
は
市
長
が
任
命
、
又
は
委
嘱
す
る
。 

（
会
長
、
副
会
長
） 

第
四
条 

委
員
会
に
は
会
長
及
び
副
会
長
を
置
く
。
会
長
、
副
会
長

は
委
員
の
中
か
ら
互
選
す
る
。 

（
会
長
の
職
務
） 

第
五
条 

会
長
は
委
員
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
理
す
る
。 

２ 

会
長
が
事
故
あ
る
と
き
は
、
副
会
長
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。

３ 

会
長
、
副
会
長
と
も
に
事
故
あ
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
会
長

の
指
名
す
る
委
員
が
そ
の
職
務
を
代
理
す
る
。 

（
招
集
） 

第
六
条 

委
員
会
は
会
長
が
必
要
に
応
じ
て
招
集
す
る
。 

（
書
記
） 

第
七
条 

委
員
会
に
は
書
記
若
干
名
を
置
く
。 

２ 
書
記
は
市
の
職
員
の
中
か
ら
市
長
が
任
命
す
る
。 

３ 
書
記
は
会
長
の
指
揮
を
受
け
、
委
員
会
の
事
務
を
処
理
す
る
。

（
規
約
の
委
任
） 

鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
委
員
会
規
約 



 

第
八
条 

委
員
会
の
運
営
に
関
し
、
必
要
な
事
項
は
委
員
会
で
定
め

る
。 

付 

則 

こ
の
規
約
は
、
昭
和
四
十
年
七
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。 

こ
の
よ
う
に
し
て
市
史
編
さ
ん
事
業
の
推
進
母
体
で
あ
る
委
員
会

が
、
正
式
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
当
局
側
か
ら
、
そ
の
日

ま
で
に
作
成
し
た
市
史
編
さ
ん
要
項
が
提
出
さ
れ
、
委
員
会
に
お
い

て
審
議
し
た
結
果
、
更
に
小
委
員
会
を
組
織
し
て
検
討
す
る
こ
と
に

決
定
し
た
。
同
年
九
月
六
日
（
月
）
十
三
時
、
人
事
課
研
修
室
に
お

い
て
、
勝
目
・
北
川
・
五
味
・
川
越
・
三
木
原
・
赤
木
・
石
田
・
芳

の
各
委
員
及
び
谷
川
の
九
名
が
集
合
し
て
、
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
基

本
方
針
を
定
め
た
。
同
月
十
日
（
金
）
十
四
時
に
は
、
市
議
会
図
書

室
に
、
北
川
・
五
味
・
石
田
・
芳
の
各
委
員
が
参
集
し
、
こ
れ
に
谷

川
が
参
加
し
て
、
編
さ
ん
目
次
を
作
成
し
た
。 

昭
和
四
十
年
九
月
二
十
五
日
（
土
）
十
三
時
三
十
分
、
人
事
課
研

修
室
に
お
け
る
委
員
会
は
、
勝
目
・
佐
伯
・
北
川
・
川
越
・
五
味
・

三
木
原
・
浜
平
・
中
尾
・
赤
木
・
三
ツ
井
・
内
倉
・
山
下
・
石
田
・

芳
の
各
委
員
が
出
席
し
、
こ
れ
に
谷
川
が
参
加
し
て
開
か
れ
た
。
委

員
会
で
は
、
小
委
員
会
で
作
成
し
た
鹿
児
島
市
史
基
本
方
針
及
び
編

さ
ん
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
編
さ
ん
内
容
に
つ
い
て
は
、
多
少
の

第
一
一
部 

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
〇
〇
八 

修
正
が
加
え
ら
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
た
。 

   

⑴ 

市
制
施
行
八
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん

を
行
な
う
。
（
昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
） 

⑵ 

本
市
史
は
古
代
か
ら
明
治
二
十
二
年
市
制
施
行
ま
で
の
歴
史
的

変
遷
と
と
も
に
、
市
制
施
行
以
後
現
在
に
至
る
ま
で
の
市
勢
の
進

展
の
経
過
を
明
ら
か
に
す
る
。
特
に
市
制
施
行
後
に
重
点
を
置
く
。

⑶ 

鹿
児
島
市
の
行
政
の
変
遷
を
骨
子
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他

の
市
の
歴
史
を
以
て
肉
付
け
す
る
。 

⑷ 

資
料
編
を
追
加
作
成
す
る
。 

古
文
書
・
記
録
・
金
石
文
・
旧
戸
籍
・
地
籍
・
地
図
等
に
つ
い
て

平
行
し
て
資
料
調
査
を
行
な
い
、
そ
の
中
の
重
要
な
も
の
を
採
録

す
る
。 

 

市
制
施
行
以
前
の
鹿
児
島
Ⅰ
（
六
〇
〇
頁
） 

序
説 

第
一
編 

鹿
児
島
市
概
観 

第
二
編 

明
治
維
新
前
の
鹿
児
島 

第
三
編 
明
治
前
期
の
鹿
児
島 

鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
基
本
方
針 



 

市
制
施
行
以
後
の
鹿
児
島
Ⅱ
（
一
〇
〇
〇
頁
） 

序
説 

第
一
編 

政
治 

第
一
章 

行
政
、
財
政 

第
二
章 

議
会 

第
三
章 
選
挙 

第
四
章 

保
安 

第
五
章 

市
域
の
発
展 

第
二
編 

経
済 

第
一
章 

商
工
鉱
業 

第
二
章 

農
林
、
水
産
業 

第
三
章 

観
光 

第
四
章 

交
易 

第
五
章 

金
融 

第
六
章 

交
通
、
通
信 

第
三
編 

社
会 

第
一
章 

社
会
福
祉 

第
二
章 

保
健
衛
生 

第
三
章 

労
働 

第
四
章 

社
会
事
業 

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
〇
九 

第
五
章 

災
害 

第
六
章 

戦
災 

第
七
章 

市
民
生
活 

第
四
編 

教
育 

第
一
章 

学
校
教
育 

第
二
章 

社
会
教
育 

第
三
章 

体
育 

第
五
編 

文
化 

第
一
章 

文
化 

第
二
章 

文
化
財 

第
三
章 

新
聞
、
放
送 

第
四
章 

宗
教 

 

資
料
編
Ⅲ
（
六
〇
〇
頁
） 

遺
跡 

遺
物 

古
文
書 

記
録 

金
石
文 

日
記 

戸
籍 



 

地
籍
図 

 
年
表 

地
図 

索
引 

編
さ
ん
沿
革 

編
集
後
記 

 

市
史
編
さ
ん
の
基
本
方
針
と
、
編
さ
ん
内
容
が
決
定
す
る
と
、
同

年
十
月
二
十
七
日
、
議
員
応
接
室
で
開
か
れ
た
小
委
員
会
で
、
次
の

と
お
り
執
筆
担
当
責
任
者
と
し
て
交
渉
す
る
こ
と
に
し
た
。 

第
一
巻
は
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
五
味
克
夫
・
鹿
児
島
市
教

育
委
員
会
指
導
課
長
芳
即
正
（
現
鹿
児
島
女
子
高
等
学
校
長
）
・
鹿

児
島
大
学
教
育
学
部
教
授
四
本
健
光
の
三
氏
、
第
二
巻
は
、
鹿
児
島

大
学
法
文
学
部
教
授
岩
元
和
秋
及
び
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
教
授
北

川
鉄
三
（
現
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授
、
鹿
児
島
女
子
短
大
教
授
）
・

鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
教
授
桃
園
恵
真
の
三
氏
、
第
三
巻
は
鹿
児
島

大
学
法
文
学
部
教
授
五
味
克
夫
氏
他
に
そ
れ
ぞ
れ
委
嘱
し
た
。 

こ
れ
と
同
時
に
、
監
修
者
に
は
委
員
の
勝
目
清
・
北
川
鉄
三
の
両

第
一
一
部 

編
さ
ん
沿
革 
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氏
の
快
諾
を
得
た
。
そ
の
後
、
執
筆
者
の
諸
先
生
方
の
了
承
も
得
ら

れ
た
の
で
、
各
委
員
に
こ
の
旨
通
知
す
る
と
共
に
了
解
を
得
た
。 

年
が
明
け
て
昭
和
四
十
一
年
に
入
る
と
、
執
筆
者
会
議
を
開
い
て

執
筆
に
つ
い
て
の
注
意
事
項
や
横
の
連
絡
を
緊
密
に
と
る
な
ど
し
て

事
業
は
具
体
的
に
展
開
し
て
き
た
。
編
さ
ん
室
で
は
、
庁
内
各
課
に

文
書
記
録
・
刊
行
物
・
統
計
・
地
図
等
の
資
料
の
提
供
を
求
め
、
ま

た
市
民
に
対
し
て
は
、
保
存
所
蔵
さ
れ
て
い
る
各
種
資
料
の
貸
与
方

を
新
聞
・
市
公
報
紙
・
テ
レ
ビ
・
市
政
だ
よ
り
欄
を
通
じ
て
、
そ
の

協
力
方
を
求
め
た
。
か
く
し
て
、
町
田
文
書
・
東
郷
文
書
・
薬
丸
文

書
・
川
上
文
書
・
加
世
田
文
書
及
び
松
原
神
社
の
文
書
等
が
集
ま

り
、
編
さ
ん
室
で
は
、
五
味
克
夫
委
員
と
と
も
に
、
日
曜
日
で
も
こ

れ
ら
資
料
の
写
真
撮
影
、
整
理
に
、
暑
い
夏
の
日
も
、
寒
い
冬
の
日

も
忙
殺
さ
れ
る
有
様
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
第
二
巻
の
現
代
編
の
た
め

に
、
各
種
統
計
表
を
作
成
し
て
、
各
執
筆
者
に
配
布
す
る
等
猫
の
手

も
借
り
た
い
程
の
忙
し
い
日
が
続
い
た
。
そ
の
間
、
編
さ
ん
室
は
、

し
ば
し
ば
居
を
移
転
す
る
の
余
儀
無
い
事
情
も
あ
っ
た
が
、
昭
和
四

十
二
年
九
月
か
ら
は
、
新
館
四
階
の
研
修
室
に
同
居
し
て
現
在
に
至

っ
て
い
る
。 

明
け
て
四
十
三
年
の
春
頃
か
ら
、
第
一
巻
（
歴
史
編
）
の
原
稿
が

集
ま
っ
て
来
た
。
内
容
は
古
代
か
ら
市
制
施
行
以
前
ま
で
で
あ
っ
た
。



 

執
筆
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
編 

自
然
環
境
は
服
部
信
彦
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
、

第
二
編
原
始
古
代
編
第
一
章
原
始
は
河
口
貞
徳
（
鹿
児
島
県
文
化
財

専
門
委
員
）
、
第
二
章
古
代
の
鹿
児
島
は
郡
山
良
光
（
鹿
児
島
経
済

大
学
）
、
第
三
編
第
一
章
鎌
倉
時
代
の
鹿
児
島
は
五
味
克
夫
、
第
二

章
南
北
朝
期
の
鹿
児
島
は
山
口
隼
正
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
）
第

三
章
室
町
時
代
の
鹿
児
島
は
郡
山
良
光
、
第
四
章
戦
国
織
豊
期
の
鹿

児
島
は
虎
頭
民
雄
（
鹿
児
島
県
立
短
大
）
、
第
三
編
近
世
編
第
一
章

城
下
の
変
遷
は
芳
即
正
、
一
部
を
松
下
志
郎
（
福
岡
大
学
）
、
第
二

章
農
村
の
生
活
は
向
山
勝
貞
（
明
治
百
年
記
念
館
建
設
事
務
局
）
第

三
章
文
化
の
発
展
は
宮
下
満
郎
（
鹿
児
島
県
立
鶴
丸
高
校
）
、
第
四

章
宗
教
の
う
ご
き
は
桃
園
恵
真
、
第
五
章
民
族
と
行
事
は
村
田
煕

（
鹿
児
島
県
立
工
業
高
校
）
第
五
編
明
治
前
期
の
鹿
児
島
は
四
本
健
光

の
各
氏
で
あ
っ
た
。 

以
上
の
原
稿
は
監
修
に
移
さ
れ
た
。
五
・
六
・
七
・
八
月
と
暑
い

夏
の
頃
に
さ
し
か
か
っ
た
。
勝
目
清
・
北
川
鉄
三
の
両
氏
は
矍
鑠
と

し
て
酷
暑
も
い
と
わ
ず
、
編
さ
ん
室
に
日
参
さ
れ
て
熱
心
に
監
修
さ

れ
た
。
監
修
・
整
理
を
終
え
た
原
稿
は
、
仝
年
九
月
九
日
研
修
室
に

お
い
て
開
催
さ
れ
た
市
史
編
さ
ん
委
員
会
に
提
出
さ
れ
た
。
出
席

者
は
、
勝
目
・
北
川
・
佐
伯
・
川
越
・
久
保
田
・
五
味
・
永
野
・

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
一
一 

上
入
来
・
末
吉
・
山
下
・
多
田
の
各
委
員
と
谷
川
で
あ
っ
た
。
ま
ず

谷
川
の
経
過
報
告
及
び
原
稿
内
容
の
説
明
が
行
わ
れ
て
検
討
さ
れ
た
。

こ
こ
で
原
稿
は
委
員
会
を
通
過
し
、
市
役
所
用
度
課
に
ま
わ
さ
れ
、

市
内
の
印
刷
業
者
六
社
に
よ
っ
て
印
刷
製
本
の
指
名
競
争
入
札
が
行

わ
れ
、
市
内
東
千
石
町
文
進
社
印
刷
株
式
会
社
に
落
札
し
た
。 

当
局
と
し
て
は
、
さ
き
に
鹿
児
島
市
史
編
さ
ん
の
報
が
伝
わ
る
や

多
数
の
購
入
希
望
者
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
を
広
く
公
募
す
る
た
め

新
聞
・
ラ
ジ
オ
（
Ｍ
Ｂ
Ｃ
）
・
市
公
報
紙
を
通
じ
て
連
絡
す
る
と
と

も
に
、
そ
の
内
容
の
紹
介
文
書
を
広
く
各
方
面
に
配
布
し
た
。
申
込

み
は
予
定
を
は
る
か
に
越
え
、
遠
く
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ワ
イ
の
各
大
学

か
ら
の
申
込
み
も
あ
っ
て
、
遂
に
増
刷
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
、
遂
に
待
望
の
第
一
巻
（
歴
史
編
）
が
納
入

さ
れ
た
。
頁
数
は
予
定
の
六
〇
〇
頁
を
越
え
て
七
八
四
頁
に
な
っ
た

こ
と
は
、
執
筆
者
及
び
編
さ
ん
者
の
熱
意
に
よ
る
も
の
で
、
ま
た
購

入
希
望
者
の
増
加
は
関
係
者
の
一
驚
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。 

編
さ
ん
室
で
は
、
第
一
巻
（
歴
史
編
）
が
刊
行
さ
れ
る
や
、
直
ち

に
第
二
巻
の
編
さ
ん
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
市
制
施
行
後
か
ら
隣
接

の
谷
山
市
を
新
設
合
併
し
、
新
し
く
鹿
児
島
市
が
誕
生
し
た
前
後
ま

で
の
八
〇
年
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
現
代
史
の
難
し
さ
は
想
像
以
上
の

も
の
で
、
執
筆
・
監
修
の
段
階
で
一
字
一
句
に
も
血
の
に
じ
む
よ
う



 

な
労
苦
が
払
わ
れ
た
。
今
日
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
が
判
明
し

そ
の
た
め
に
明
瞭
な
記
録
と
し
て
残
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
は
、

非
常
に
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。
ま
た
写
真
も
、
明
治
末
期
か
ら
大

正
・
昭
和
の
初
期
に
か
け
て
多
数
発
見
さ
れ
て
、
錦
上
花
を
添
え
た

感
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
慎
重
を
重
ね
た
第
二
巻
は
、
予
定
の
一

〇
〇
〇
頁
を
越
え
て
一
一
四
〇
頁
に
膨
張
し
た
。 

執
筆
者
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

第
一
編
政
治
第
一
章
行
政
は
石
神
兼
文
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
、

第
二
章
財
政
と
第
四
章
保
安
は
岩
元
和
秋
（
鹿
児
島
大
学
法
文

学
部
）
、
第
三
章
議
会
・
選
挙
は
平
田
好
成
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学

部
）
、
第
二
編
経
済
第
一
章
商
工
業
、
第
五
章
金
融
、
第
六
章
交
通

通
信
は
谷
川
眷
治
、
第
二
章
農
林
水
産
業
は
上
村
剛
一
（
鹿
児
島
大

学
法
文
学
部
）
、
第
三
章
観
光
は
仲
村
政
文
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学

部
）
、
第
四
章
交
易
は
岩
熊
三
郎
（
鹿
児
島
大
学
法
文
学
部
）
、
第

三
編
社
会
第
一
章
社
会
福
祉
は
北
川
鉄
三
、
第
二
章
保
健
衛
生
は
北

川
鉄
三
、
岡
部
市
之
助
（
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
）
、
第
三
章
労
働

は
岡
部
市
之
助
、
第
四
章
公
共
事
業
は
佐
多
一
貢
（
鹿
児
島
大
学
附

属
中
学
）
、
第
五
章
災
害
・
戦
災
は
谷
川
眷
治
、
第
六
章
市
民
生
活

は
岩
元
和
秋
・
谷
川
眷
治
、
第
四
編
教
育
は
北
川
鉄
三
、
第
五
編
文

化
、
第
一
章
文
化
、
第
二
章
文
化
財
は
村
田
熈
、
第
三
章
新
聞
、
放

第
一
一
部 

編
さ
ん
沿
革 
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送
第
四
章
宗
教
は
桃
園
恵
真
の
各
氏
で
あ
っ
た
。 

印
刷
は
第
一
巻
と
仝
じ
文
進
社
印
刷
株
式
会
社
に
落
札
さ
れ
、
こ

の
年
の
暮
十
二
月
か
ら
初
め
ら
れ
た
が
、
翌
年
全
国
を
襲
っ
た
流
行

性
感
冒
の
た
め
、
印
刷
会
社
に
お
い
て
も
多
数
の
従
業
員
が
倒
れ
る

等
難
作
業
が
続
き
、
編
さ
ん
室
に
お
い
て
も
校
正
に
正
月
の
休
み
も

日
曜
も
返
上
す
る
有
様
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
絶
ゆ
ま
な
い
努
力

が
続
け
ら
れ
た
こ
の
年
の
二
月
末
日
に
、
谷
川
は
市
史
編
さ
ん
担
当

参
事
の
職
を
退
い
た
。
然
し
、
編
さ
ん
事
業
は
依
然
と
し
て
嘱
託
と

し
て
引
続
い
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
月
に
入
る
と
至
難

と
思
わ
れ
た
印
刷
・
校
正
を
見
事
に
克
服
し
て
納
品
さ
れ
、
鶴
首
し

て
待
っ
て
お
ら
れ
る
大
方
の
購
読
申
込
者
に
い
ち
早
く
発
送
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
第
一
巻
同
様
、
第
二
巻
も
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
好
評
で
あ

っ
た
。
第
二
巻
の
発
送
を
終
え
る
と
、
既
に
第
三
巻
の
編
さ
ん
が
待
っ

て
い
た
。
第
三
巻
は
資
料
編
で
、
原
稿
は
主
と
し
て
五
味
克
夫
委
員

が
企
画
収
集
し
た
。
そ
の
結
果
、
集
ま
っ
た
資
料
も
多
量
で
あ
っ
た

た
め
に
、
取
捨
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、
未
刊
史
料
を
優
先
し
て
編
集

を
行
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
予
定
枚
数
の
一
〇
〇
〇
枚
を
超
過
す
る

有
様
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
編
さ
ん
室
は
多
忙
を
極
め
た
が
、
勝

目
清
・
北
川
鉄
三
両
氏
の
監
修
を
終
り
、
八
月
二
十
八
日
十
三
時
三
〇

分
、
研
修
室
に
お
い
て
委
員
会
を
開
き
、
勝
目
・
北
川
・
佐
伯
・
五
味



 
・
四
本
・
芳
・
中
原
・
末
吉
・
橋
口
・
迫
田
の
各
委
員
の
ほ
か
、
谷

川
が
出
席
し
て
、
第
三
巻
（
資
料
編
）
の
各
項
目
に
つ
い
て
種
々
検

討
し
た
後
、
異
議
な
く
決
定
し
た
。
こ
こ
に
お
い
て
九
月
十
七
日
用

度
課
で
は
最
後
の
三
度
目
の
指
名
競
争
入
札
が
行
わ
れ
、
文
進
社
印

刷
株
式
会
社
が
落
札
し
、
全
巻
を
通
じ
て
仝
社
が
印
刷
を
担
当
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。 

第
三
巻
の
各
節
の
執
筆
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

第
一
部
鹿
児
島
県
地
誌
、
同
備
考
抄
は
築
地
健
吉
（
鹿
児
島
県
文

化
財
専
門
委
員
）
と
五
味
克
夫
、
第
二
部
古
代
関
係
資
料
は
郡
山
良

光
、
第
三
部
中
世
関
係
史
料
は
山
口
隼
正
と
五
味
克
夫
、
第
四
部
近

世
関
係
史
料
は
五
味
克
夫
、
第
五
部
近
代
関
係
史
料
の
中
、
上
村
行

徴
日
記
は
五
味
克
夫
、
上
村
慶
吉
履
歴
・
か
ご
し
ま
案
内
・
町
会
記

録
・
第
百
四
十
七
銀
行
及
び
和
田
正
苗
辞
令
は
谷
川
眷
治
、
錦
江
新

誌
号
外
・
鶴
嶺
雑
誌
・
三
州
義
塾
文
学
規
則
は
四
本
健
光
、
写
真
資

料
は
四
本
健
光
・
谷
川
眷
治
、
第
六
部
鹿
児
島
の
古
文
書
は
主
と
し

て
、
五
味
克
夫
と
一
部
を
桃
園
恵
真
が
、
第
七
部
鹿
児
島
の
金
石
文

は
築
地
健
吉
・
河
野
治
雄
（
鹿
児
島
県
立
指
宿
高
校
）
・
黒
田
清
光

（
鹿
児
島
市
史
談
会
員
）
、
第
八
部
鹿
児
島
市
関
係
文
献
目
録
は
古

賀
秋
好
（
鹿
児
島
県
立
図
書
館
）
、
の
各
氏
第
九
部
年
表
・
第
一
〇
部
索

引
・
第
一
一
部
編
さ
ん
沿
革
は
谷
川
眷
治
が
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
た
。

編
さ
ん
沿
革 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
一
三 

こ
の
ほ
か
、
写
真
に
つ
い
て
は
、
服
部
信
彦
・
五
味
克
夫
・
西
元

肇
（
紫
原
中
学
）
・
谷
川
眷
治
の
ほ
か
、
市
観
光
課
・
市
広
報
係
・
東

京
大
学
史
料
編
纂
所
・
県
立
図
書
館
・
尚
古
集
成
館
、
そ
の
他
か
ら

の
ご
提
供
を
頂
い
た
。 

終
り
に
一
々
芳
名
を
列
挙
し
な
か
っ
た
が
、
各
巻
を
通
じ
て
史
料

の
調
査
・
提
供
並
び
に
原
稿
作
成
等
に
際
し
て
心
よ
く
御
協
力
い
た

だ
い
た
所
蔵
者
並
び
に
そ
の
他
の
各
位
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
し
て

お
き
た
い
。 

な
お
、
こ
の
郷
土
の
あ
ゆ
み
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
の
出
来
た
こ

と
は
、
編
さ
ん
委
員
、
執
筆
者
及
び
当
局
や
市
民
の
方
々
の
温
い
ご

鞭
撻
に
よ
る
も
の
と
、
こ
こ
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昭
和
四
十
六
年 

二 

月 

市
史
編
さ
ん
担
当
嘱
託 
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